
●大学と一体となった街

ボローニャは、イタリア北中部エミリア・ロマ

ーニャ州の州都で人口40万人前後、小さい街では

ない。だが、観光都市ではないので、一般になじ

みはうすい。

ボローニャは大学の街である。ボローニャ大学

はパリ大学とともに世界最古の大学といわれ、11

世紀に法学の研究所に集まった学生と教員の自治

団体が設立され、12世紀には神聖ローマ帝国の皇

帝により公認された。この自治団体をウニヴェル

シタスといい、さまざまなところから集まった学

生と教員が全体としてひとつにまとまった共同体

という意味で、宇宙や普遍性を意味する語が用い

られ、ユニヴァーシティの語源となった。

大学は、出自を異にするものたちが、同じ希望

と意欲のもとに集まり、ともに勉学する場所であ

る。同じ教えを受け学ぶという意味では、修道院

や僧堂などの宗教的施設によく似ている。洋の東

西を問わず、高等教育機関の始まりが宗教と結び

ついているのは故なきことではない。また、そこ

で生まれたのではない、自分の考えでやって来た

人の集まり、という意味では、都市そのものの定

義と重なる。都市とは、そこに来た目的が、勉学

であれ、金儲けであれ、運命を超えようとする

人々の集まりであって、希望の場所なのである。

異なる文化が集まり、おり重なって文明を形成し，

新たな文化がつくられる場所が都市なのである。

ボローニャ大学に限らず、南ヨーロッパの古い

大学はキャンパスをもたない。市街地にあるいく

つかのパラッツオを施設として、街のなかに教室

が分散している。1カ所にかたまって囲われた敷地

ではなく、市街のほかの建物と壁を接しながら大

学があり、まさに大学が街と一体化している。

●自治都市の広場

ボローニャは茶色い街である。この地方では石

を産せず、多くの建築が構造材のレンガをそのま

ま壁面に見せている。ほかの街でも石は仕上材と

して張られることが多く、レンガはどこにでも見

られるのだが、ボローニャがレンガの街という印

象が強いのは、街の中心であるピアッツア・マジ

ョーレに面する建物の多くが茶色い壁面を見せて

いるからだろう。とりわけこの街最大の教会で、

イタリア・ゴシックの代表的建築であるサン・ペ

トロニオのファサードは、大理石張りにすべく工

事されたが、1層目の石張りを終えた段階のままに

なっている。未完成ともいえるが、2層目以上の

荒々しい質感が、周囲のパラッツオ・コムナーレ

（市庁舎）やパラッツオ・ポデスタ（行政長官舎）

のレンガとあいまって街の印象を決めている。こ

うした景観を見ると、建物の完成とは何なのかを

考えさせられる。これらの建物が、この場所でた

どってきた時間を考えると、もはや、サン・ペト

ロニオのファサードを未完成ということはできな

図2 ボローニャのポルティコ　それぞれの建物の地上部分が回廊になっ

ている。デザインはそれぞれ異なっている

図1 ボローニャの中心ピアッツア・マジョーレ　右がサン・ペトロニオ

石張りが1層目で止まったままになっている



る。しかし奥行きは一定に揃えられているから、

ひと続きの空間として歩行者は通ることができる。

ポルティコを構成する柱は、それぞれが異なっ

たデザインでありながら、共に街をつくるルール

がかたちとして示されている。ポルティコこそは、

もっとも優れた公共性の発露であって、個々の建

物に属しながら、隣の建物との連続によって誰の

ためにも開かれた空間となる。個々の所有であり

ながら、それらの集合によって道ができる。個々

の建物を集合しただけでは都市ではないが、回廊

が生まれたとき、そこに公共性が現れ、都市が生

まれているのである。

回廊とは逆に、建物の中身の街路へのあふれ出

しも豊かな都市空間をつくる。バールのイスやテ

ーブル、八百屋の野菜や果物が道にあふれ出して

いる様子は、街に視覚的な活気をもたらす。これ

らは公共空間の占用であるが、その効果を認め、

計画的にコントロールされた都市デザインなので

ある*3。

回廊やあふれ出しのことを考えると、成熟した

都市空間は単純な所有権や管理権だけで片づくよ

うな場所ではないことがわかる。建物と道の所有

と使用を、一方が個人で一方が行政と考えるよう

では豊かな都市空間とは呼べないのではないだろ

うか。その両者が互いに豊かな都市空間をつくる

ことが、自らの利得となるようなしくみが、本当

の自治都市には備わっているのである。

いだろう。

サン・ペトロニオは、疑いなくボローニャの中

心だが、司教座大聖堂（ドゥオーモ）ではない。

ここにこの街にとって重要な意味がある。なぜな

らこの教会は中央権力を示すものではなく、自治

都市（コムーネ）の象徴であるからだ。ボローニ

ャは中世イタリア最初の自治都市であり、大学の

存在とも関連して独立精神の高い街といわれる。

この伝統の上に、1960年代にはいち早く中心市街

地の再生に着手し、大都市であるにもかかわらず

中心部に八百屋などの小さな商店が残った。よそ

よそしい観光都市ではなく、いきいきとした生活

が見られる、そこにすむ人のための歴史的都市が

実現している。

●ポルティコの公共性

ボローニャは回廊の街である*1。それもフィレ

ンツェのシニョリーア広場のようなモニュメンタ

ルなロッジアでも、ミラノやジェノヴァのような

大規模なアーケードでもなく、普通の歩道の上に

架かった、小さなスケールの回廊がよい。それら

はポルティコ（英語でいえばポーチ）と呼ばれ、

それぞれの建物の前に、なかに入る準備的な空間

として備えられたものである。これらが壁を接し

て連続することによって、歩道上に回廊が形成さ

れているのである*2。それぞれの建物の一部だか

ら柱やアーチのかたちは建物ごとにバラバラであ

*1 ボローニャ以外にも、エミリア・ロマーニャにはパルマ、モデナ、

フェラーラなど回廊が廻る街がたくさんある。

*2 日本の雪国に見られる「雁木」や「こみせ」もこの種の空間といえ

る。

*3 イタリアの街では

どこでも目にする50cc

の三輪車がこうした街

の物流を支えている。

そのとぼけた雰囲気ま

でもが都市デザインだ

といったら買い被りす

ぎだろうか。
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図3 ポルティコの外にあふれ出したバールのテーブルとイス　奥に見え

るのは街のランドマーク、アシネッリの塔

図4 中世のままの道幅にあふれ出す商品、ロール式の庇も効果的
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